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梶山彦太郎・市原実著『続大阪平野発達史』より

河内湾の時代

(約7000～6000年前）

河内湖（Ⅰ）の時代

(約1800～1600年前）

河内湖（Ⅱ）の時代

(約1500年前）

大阪市内（河内平野）の形成

現在の地形となったのは、江戸時代のはじめ頃といわれています。
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大阪平野の特徴（低い土地）
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寝屋川流域の特徴（ほとんどが内水域）

流域の３／４
が内水域

流域面積
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大阪府面積の
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Ｍ９規模での津波による浸水被害















１．津波被害を想定し正しい情報
と迅速な避難ルート

２．自治体と自治体労働者の役割
を発揮できる体制を

３．災害を最小限にするため！
災害に強いまちづくりを

４．国と自治体が責任をもって
石油コンビナートの津波対策を

５．港湾・河川の防潮堤防の耐震化整備
と老朽化対策を


